



令和４年度魚沼地区高校陸上競技公式記録会【22　16　2319】　要項(10/24訂正)
主催　十日町市陸上競技協会
主管　十日町市陸上競技協会（会場当番：十日町市内高等学校）
日時　令和４年11月３日(木)　10:00競技開始予定（参加人数により変動有り）
　　　　　　競技役員打合せ　９：００　　　競技終了　１６：００（予定）

場所　十日町市陸上競技場（162050）　（十日町市大字中条乙2563　℡025-757-2090）

競技種目
（男子）100ｍ，400ｍ，800ｍ，1500ｍ，5000ｍ，110mH，400mH，5000mW，4×100mR
棒高跳，走高跳，走幅跳，三段跳，砲丸投（6.0㎏），円盤投（1.75㎏）

ハンマー投（6.0㎏），やり投（800g），

（女子）100ｍ，400ｍ，800ｍ，1500ｍ，3000ｍ，100mH，400mH，5000mW，4×100mR
棒高跳，走高跳，走幅跳，三段跳，砲丸投（4.0㎏），円盤投（1.0㎏）
ハンマー投（4.0㎏），やり投（600g），
参加資格　　・高校生については、令和４年度日本陸上競技連盟登記登録者に限ります。
　　　　　　・魚沼地区の中学３年生（ただし県大会・通信大会の入賞者）の参加を認めます。
参加料　一人５００円（当日受付にて徴収いたします）

出場制限　一人2種目までとします。（ただし、リレーは除く）

申込方法　①アスリートランキングエントリー
　　　　　　・参加申込書の事前送付は不要（システム上の選手登録のみ）です。
・参加申込書は、「1週間前からの体調管理表」の代わりの資料となるので、
大会当日持参してください。
・参加校は審判を１名以上、必ず登録してください。
　　　　　　・アスリートランキングでの申込期限　　令和４年10月17日（月）
　　　　　②役員・補助員申込用紙をＦＡＸで担当まで送付してください。
・申込用紙の送付期限　　令和４年10月17日（月）

　　　　　　　（担当）〒949-6433　南魚沼市泉盛寺701番地1　
　　　　　　　　　　　　　　　　　県立塩沢商工高等学校　　富樫　友和
　　　　　　　℡ 025-782-1111　FAX 025-782-4890　
E-mail:Togashi.Tomokazu@nein.ed.jp
競技方法　　２０２２年度日本陸上競技連盟規則および本大会申し合わせ事項によって行います。抽選方法　　アスリートランキングによる抽選を行います。ベスト記録を記入してください。
そ の 他　・新型コロナウイルスの感染拡大防止について、別紙の通りとします。
・各校で腰ナンバーカードを準備してください。

　　　　　・スパイクのピンは9mm以下のオールウェザー用を使用してください。ただし、走高跳・
やり投は12mm以下のものとします。

　　　　　・投てき用具，棒高跳用ポールは、各校持参のものを検定の上使用します。

（投てき用具について不足分は競技場のものを使用します）
　　　　　・ゴミは各校持ち帰ってください。

　　　　　・フィールド競技はトップ８を実施します。
　　　　　・男女100ｍは予選の記録により、上位16名によるＡＢ決勝を行います。
　　　　　・本記録会は、決められた場所で入場および観戦できる有観客としますが、感染予防策
を遵守してください。
　　　　　・参加校のテントおよび待機場所の設置は、スタンド上または第２コーナー側の芝の上
にお願いします。
新型コロナウィルス感染予防策
１．　有観客で実施しますが、観戦場所を第１コーナーの指定された場所とします。
　　（ア）マスク着用、ソーシャルディスタンス確保、手指消毒など、感染予防に各自で努めてください。
２．　参加生徒と教員は学校長の参加申込書と体調チェックシートを提出してください。
３．　以下の該当生徒は、自主的に参加を見合わせてください。

（ア）体調が良くない
　（イ）発熱等の準ずる症状がある
　（ウ）同居家族や身近な人に感染が疑われる人がいる
４．　大会終了後２週間以内に感染が確認された場合は、主催者に報告すること。
５．　競技に関わる運動中以外はマスクを着用し、手洗い・洗顔・手指消毒を徹底し、３密回避を心がけるよう努めてください。
　（ア）各校待機場所でもマスクを着用すること。ただし、マスクを着用することで息苦しさを感じる場合は、競技場外のソーシャルディスタンスをとれる場所でマスクを外て十分に休憩すること。
　　（イ）各校待機場所にアルコール消毒液等を準備し、待機場所に入る時と出る時、昼食時などに必要に応じて手指消毒等を徹底すること。
６．大会当日の体調チェック表（高体連様式）は各校の顧問が各日、学校ごとに受付へ提出してください。（検温を忘れた者がいた場合は、受付に非接触型体温計を置くので、それを使用してください）
７．他校のテントや待機場所へ行くなどの移動を極力避け、観覧も極力移動しないでください。
８．待機場所の「密」を避けるために、待機場所では滞在時間の短縮を常に意識し、引率顧問は生徒の集合時間や帰る時間が分散して移動できるよう工夫してください。
９．各校待機場所ではマスクは着用してください。ただし、暑い中、マスクが原因で息苦しさを感じるような場合は、競技場外等のソーシャルディスタンスをとれる場所でマスクを外すなどしてください。
１０．声を出しての応援はマスクを着用して許可します。
１１．観客席では密な状態を作らないよう努めるなど、常にソーシャルディスタンスに努めてください。
１２．競技者への注意事項
（ア）招集所やスタート地点への移動時はマスクを必ず着用し、会話をできるだけしない。
（イ）フィールドテント内ではマスクを着用し、会話をできるだけしない。
（ウ）次の場面では、手洗い・手指消毒を徹底し、必要に応じて洗顔をおこなう。
①技用具使用前後
②ウオーミングアップ開始前・終了後
③招集所へ行く前
④競技場へ入る前
⑤競技後、競技場から出る時
⑥フィールド競技では、試技の前後にその都度、手指消毒をする。
（エ）投てきや棒高跳の滑り止めは共用しないこと。そのため、小分けにする袋や容器を持参するか、各自で準備したものを使用する。（持ち込み可）
（オ）ウオーミングアップは個別に実施する
（カ）更衣室の滞在時間を短くする。
（キ）つばや痰を吐かない（ティッシュなどで処置した場合は各自で持ち帰って処分する）
（ク）選手同士のハイタッチや手つなぎなど、接触行為はしない。

